①橋立景観整備地区　景観形成基準　チェックシート
【一般建築物】

	種　　　　別
	景　観　形　成　基　準
	配慮した内容
	申請者

チェック
	市

チェック

	建築物
	高　　　さ
	歴史的景観との調和を図るため原則として２階建て以下とする。
	
	適・否
	適・否

	
	屋根
	形　　式
	切妻、入母屋、寄棟屋根を基調とする。
	
	適・否
	適・否

	
	
	勾　　配
	周辺の建物との調和に配慮し、勾配は3寸5分から5寸5分の範囲とし、4寸5分を基本とする。
	
	適・否
	適・否

	
	
	材　　料
	日本瓦とし古代赤瓦(赤茶色系粘土瓦)とする。
	
	適・否
	適・否

	
	壁面
	材　　料
	木製板縦張り、木質系外装材、吹付外装材とする。
	
	適・否
	適・否

	
	
	色　　彩
	周囲の景観と調和した落ちついた色調とする。
	
	適・否
	適・否

	
	
	樋
	濃い茶色の塩化ビニールまたは銅製とする。
	
	適・否
	適・否

	
	
	窓
	木製または茶、黒系色のアルミ製とする。
	
	適・否
	適・否

	
	
	雨　　戸
	
	
	
	

	
	
	戸　　袋
	
	
	
	

	
	その他
	玄　　関
	木製格子戸または茶・黒系色のアルミ製格子戸とする。
	
	適・否
	適・否

	
	
	アプローチ
	石貼り風または、豆砂利洗い出し等を基調とする。
	
	適・否
	適・否

	工作物
垣等
	垣・柵
	道路面には生垣、竹垣等町並みとの調和を図る。
	
	適・否
	適・否

	
	門・門塀
	町並みとの調和を図った意匠とする。
	
	適・否
	適・否

	その他
	土　　留
	道路面の土留めは石積み風とする。
	
	適・否
	適・否

	
	設備機械
	道路等から通常望見できる部分は格子等で目隠しをする。
	
	適・否
	適・否

	保存会への確認・相談
	建築行為を計画するときは事前協議前に保存会へ図面を提出する（配置、平面、立面）。
	
	適・否
	適・否


	◆景観計画に基づかない基準

種　　　　別
	景　観　形　成　基　準
	配慮した内容
	申請者

チェック
	市

チェック

	太陽光発電設備等
	配置
	主要地方道橋立港線、県道小塩・潮津線、市道A第272号線（区域図参照）から認識できる場所には設置しないよう努める。
	
	適・否
	適・否

	
	形態意匠
	建築物本体と一体的に見える形態とすることを原則とする。
	
	適・否
	適・否

	工作物
	広告物
	保存地区にふさわしい意匠とする。
	
	適・否
	適・否

	その他
	自動
販売機
	周辺景観との調和に考慮し、建築物等と一体的になるよう努める。屋外に設置する場合は、外装色をJIS Z8721による5Ｙ7.5/1.5とする。
	
	適・否
	適・否











